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新あいち多文化共生推進プラン（仮称）の策定について 

１ プランの性格 【検討スケジュール】 

平成１９年度に策定した現プランが平成２４年度末で計画期間が満了するため、現プラン

策定後の社会情勢の変化や外国人県民を取り巻く社会環境変化への対応も盛り込んだ

「新あいち多文化共生推進プラン（仮称）」を策定する。 【計画期間：平成２５年度～２９年度】 
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決定・印刷２ 新プラン策定の背景 

  新プランは、以下の社会的背景や国の状況を踏まえ、有識者意見等を参考に策定する。 
 

【検討の方向性】 【社会的背景】 
永住志向が強い外国人県民が増えてきているため、日本人県民と同様に、長期滞在を前提

とした教育・労働・医療などの生活環境整備の推進を図るとともに、外国人県民を地域の活力

に結びつけるような地域づくりについて検討を行う。 

① 本県の外国人登録者数は、平成２０年まで右肩上がりで増えてきたが、現プラン策定直後

の平成２０年のリーマンショックによる景気後退により、その後、３年連続してブラジル人を

中心に減少傾向が続いている。 

② 景気後退後も引き続き日本に留まっている外国人県民は、今後も日本で生活していこうと

いう永住志向が強い人とみることができるが、日本語能力が十分でないことなどから、教

育・労働・医療などの生活環境に不安を感じている。 

③ 平成２４年７月には、住民基本台帳法の改正施行により、外国人も日本人と同じ住民とし

て住民基本台帳に登録されることになる。 
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 【国の状況】  

① 国は、平成２１年８月に「日系定住外国人施策に関する基本指針」を策定して、日系定住

外国人に対する国としての基本的な考え方や方向性を示した。 

② 平成２２年３月には、これを具体化する「日系定住外国人施策に関する行動計画」を発表

し、定住者を日本社会の一員としてしっかり受け入れるための日本語習得支援、教育支

援、就労支援、生活情報の提供などの施策を各省庁で実施している。 

３ プラン策定の推進体制 

① 新あいち多文化共生推進プラン（仮称）連絡会議・・・庁内会議 

愛知県の多文化共生の推進について、一体的かつ効果的な推進を図るため、関係部局等

を集め、調整・検討を行う。 

② 新あいち多文化共生推進プラン（仮称）検討会議・・・有識者会議 

新あいち多文化共生推進プラン（仮称）の策定にあたり、創意ある意見を求めるため、各テ

ーマの有識者を集め、行動目標や施策の基本方向等について検討を行う。 
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